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４　モデレーターの紹介

 　 [ 令和５年度 JRA事業 ]

  全日畜 多角化シンポジウム

｢畜産の多角化経営が成功するためのポイント｣

　［ご挨拶］

　［全日畜シンポジウムの概要］

私たち畜種横断の畜産生産者の団体である一般社団法人全日本畜産経営者協会
（通称「全日畜」）は、日本中央競馬会（JRA）畜産振興事業として「多角化に
よる畜産経営強化調査事業」を令和4年度から令和５年度の2年間をかけて実施し
ております。

この調査事業は、6次産業化をはじめとした多角化経営を成功させるためのノ
ウハウ、失敗しないための留意事項などを「指針」として作成し、多角化経営に
進出する場合の失敗を避けるとともに、健全な経営の多角化を推進しようとする
ものです。

全日畜では、この事業一環として、全日畜「多角化シンポジウム」を開催し、
事業で得られた成果を普及し畜産生産者の経営安定等の一助としたいと望んでお
ります。

つきましては、開催のご案内いたしますとともに、皆様のご参加をお待ちして
おります。

１　開催日 令和6年1月30日（火）
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　 　演 題 「畜産経営の多角化指針」案について

　講 師 一般社団法人 全日本畜産経営者協会

専門員（環境学博士）　 松原 英治　氏

　概 要 過去２年間のワークショップ等での取り組み事例等から、畜産経営の
多角化に取り組むに当たって、計画、実行、評価の段階ごとに、やる
べきこと、やってはいけないことなどの経営原則を示し、注意すべき
点等をまとめた「畜産経営の多角化指針」案について報告します。

松原 英治 氏

6次化への挑戦
消費者と農業者の架け橋となって

　講 師

第一部 「事例紹介」の講師のご紹介

養豚と和牛生産と食肉加工・販売を手掛ける多角化経営

　演 題 ～地域の飼料用米を活用したブランド
  「やまがた最上どり」の確立に向けて～

有限会社　鹿野ファーム

代表取締役　隅　明憲　氏

昭和57年に資金0から数人の仲間が資金を持ち寄り養豚を開始。現
在繁殖豚2,000頭を飼養している。その後、自ら販売価格を決定した
いと卸売りに参入し、平成26年に売りにくい部位の加工を目的に、
本社・直営農場の近傍にハム加工・総菜工場を新規設立し、山口県内
に広くハム・ソーセージなどの加工品を販売している。平成3年から
肉用牛部門も開始して多角化に取り組んでいる。

山形県最上郡鮭川村で、ブロイラー生産から、「やまがた最上どり」
のブランド確立を目指し、食品加工施設を整備して、本格的に鶏肉の
加工販売の6次化に取り組む。やきとり・からあげの直営店経営、県
内の道の駅や産直施設で加工品の販売、さらには、鶏ふん焼却灰によ
る特殊肥料の生産・販売を行い、その鶏糞肥料を使った米を餌にする
「循環型農業」を県内外の耕種農家と一体となって推進する多角化経
営を行っている。

　演 題

五⼗嵐 忠⼀ ⽒

　概 要

　概 要

あおもりで生きていこう、あおもりに関わりたいと考える多様な人財
が、自分のスタイルで活躍できる「緩やかな社会ネットワーク」を
創っていくためのサポートを行っており、青森県七戸町の金子ファー
ムの6次産業化のプランナーを担当し、その後も多くのアドバイスを
行っている。このような事例を始め他産業を含めた数多くの事例か
ら、畜産経営が多角化を目指すに当たって、考えておかなければなら
ない点、多角化を成功させるためのポイント等についての知見を所有
している。

　演 題

　講 師 NPO法人　プラットフォームあおもり

理事長　米田 大吉　氏

　概 要

米田 大吉 氏

　講 師

　概 要

つながりが新しい価値を生む畜産業のヒント

農業生産法人 株式会社 アイオイ

代表取締役　五十嵐 忠一　氏

　演 題

株式会社　須藤牧場

監査役　須藤 陽子　氏

千葉県館山市で昭和初期、牛を農耕用に飼養し始め、最大180頭ま
で規模拡大したが、現在は、ふん尿処理、飼料確保ができる1１0頭
をフリーストールで飼養する。家族経営で、約25年前から酪農の多
面的機能を活かすため、酪農教育ファームの活動に取り組むととも
に、約15年前から直接消費者の反応がわかるように、牛乳、アイス
クリームなどの加工製造販売等を行うなど多角化に取り組み、酪農業
の価値を高めている。

須藤 陽子 氏

隅 明憲 氏

　講 師
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多角化による畜産経営強化調査事業の概要 

１．事業の目的 

 

この事業は、我が国で推進されている農業の６次産業化の取組事例の多くが農協系統を通じた調査と

なっており、農協系列とは異なる経営を行う商系畜産経営者の多角化に係る事例情報が少ないことから、

これらの調査を行うとともに、意見交換等を通じて、今後の６次産業化を含めた多角化経営の発展方向

や成功のためのノウハウ、失敗しないための留意事項などを「指針」として作成し、これから畜産物の加

工、販売、輸出等を志向する畜産経営者に情報提供することを目的とする。 

２．畜産経営の多角化に係る実態調査・普及事業 

 

（１）畜産経営の多角化にかかる実態調査（アンケート調査） 

令和 4 年 9 月～11 月にアンケート調査手法による実態調査を行った。 

配布対象：全国の５畜種（乳牛、肉用牛、豚、採卵鶏、肉用鶏）の経営体 

配布件数：500 件 

回収件数：372 件 （酪農 94、肉用牛 82、養豚 77、採卵鶏 69、肉用鶏 22、酪農・肉用牛 20、 

養豚・採卵鶏 2、酪農・養豚 1、肉用牛・養豚 1、肉用牛・採卵鶏・肉鶏 1、 

肉用牛・採卵鶏 1、養豚・肉鶏 1、肉鶏・採卵鶏 1) 
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（２）畜産経営の多角化にかかるワークショップの開催 

地域ブロックで、５種の畜産経営者が参加するワークショップを開催し、畜産経営の多角化にかか

る体験・課題等について意見交換を行った。 

（関東ブロック） 開催地：千葉県千葉市で令和 4 年 9 月 8 日に開催 

参加者：35 名（生産者 6 名、行政 6 名、飼料メーカー等 5 名、ほか金融機関、畜産 

関係団体、消費者団体、報道関係等） 

事例発表者：千葉県農林水産部（行政）、（株）花園たまや（採卵鶏）、 

（株）須藤牧場（酪農）（株）サンライズファーム（養豚） 

東都生活協同組合（消費者） 

（東北ブロック） 開催地：青森県十和田市で令和 4 年 11 月 29 日に開催 

参加者：34 名（生産者 16 名、飼料メーカー等 4 名、ほか畜産関係団体、金融機関  

報道関係等） 

事例発表者：NPO 法人プラットフォームあおもり（ＮＰＯ）、坂本養鶏(株) （採卵鶏）  

(有)金子ファーム（酪農・肉用牛）、(有)ふなばやし農産（養豚・養鶏） 

（西日本ブロック）開催地：山口県山口市で令和 5 年 2 月 2 日に開催予定 

参加者：27 名（生産者 4 名、行政 6 名、飼料メーカー等 3 名ほか畜産関係団体、 

金融機関、報道関係等） 

事例発表者：中国四国農政局（行政）、(有)船方総合農場 （酪農）、 

(有)萩見蘭牧場 （肉用牛）、(有)鹿野ファーム （養豚）  

(株)久保アグリファーム（酪農）、(一社)広島県配合飼料価格安定 

基金協会 （団体） 

（九州ブロック） 開催地：熊本県熊本市で令和 5 年 10 月 30 日に開催 

参加者：23 名（生産者 4 名、飼料メーカー等 1 名、ほか畜産関係団体等） 

事例発表者： (有)那須ファーム（採卵鶏）、(株)カミチクファーム（酪農・肉用牛） 

(有)ふくどめ小牧場（養豚） 

（北海道ブロック）開催地：北海道帯広市で令和 5 年 11 月 21 日に開催 

参加者：30 名（生産者 4 名、行政 5 名、飼料メーカー等 8 名、ほか畜産関係団 

体、報道関係等） 

事例発表者：ありがとう牧場（酪農）、(有)十勝しんむら牧場（酪農）、 

十勝くわばら牧場（酪農）、北海道農政事務所（行政） 

（３）畜産経営の多角化にかかるシンポジウムの開催 

アンケート調査の分析結果、ワークショップで出された事例、現地調査事例等の成果等を踏まえ

て、「畜産の多角化経営が成功するためのポイント」をテーマにシンポジウムを開催し、多角化につ

いての普及啓発を行う。 

（４）畜産経営の多角化指針の作成 

実態調査、ワークショップ等の結果を取りまとめて、畜産経営の多角化に関する情報やノウハウ

を記載した畜産経営者のための「畜産経営の多角化指針」及び事業成果報告書を作成する。 
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